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8月の予定
１ 土 東和フォトサークル

２ 日

３ 月 米川若草会
４ 火 レクダンス
５ 水 戸山流居合道
６ 木 手づくり文化祭実行委員会、東和町ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会
７ 金 結核精密検査
８ 土 米川っ子まつり
９ 日
１０ 月 夜ヨガ教室
１１ 火 山の日 レクダンス
１２ 水 戸山流居合道
１３ 木
１４ 金
１５ 土
１６ 日
１７ 月 長生大学運営委員会、米川若草会
１８ 火 レクダンス教室
１９ 水 戸山流居合道

２０ 木 スポレク大会実行委員会

２１ 金 東和町バレーボール協会
２２ 土
２３ 日
２４ 月 夜ヨガ教室
２５ 火 パークゴルフ教室、レクダンス、米川若草会
２６ 水 戸山流居合道
２７ 木 ヨガ教室
２８ 金 東和町バレーボール協会
２９ 土 つまみ細工教室
３０ 日 戸山流居合道
３１ 月

米川の世帯数と人口

令和８年６月末現在

行政区 世帯数 男 女 計(人) 前月比

１区 131 106 123 229 △2

２区 91 104 95 199 △2
３区 101 124 124 248 0
４区 98 123 90 213 3

５区 71 83 87 170 1

６区 73 93 85 178 0

７区 55 75 76 151 △2

８区 110 106 125 231 0

９区 56 51 76 127 △1

１０区 34 49 40 89 0

計 820 914 921 1835 △3
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米川俳句歳時記

夏８月 苔の花 植物の季語 (2)

芭
蕉
句
碑
寂
び
て
在
せ
り
苔
の
花

松
本
澄
江
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
六
）

さ

お
は

苔
に
花
は
な
い
が
、
蘚
類
、
地
衣
類

な
ど
の
雄
株
に
で
き
る
雄
器
托
や
雌
株

に
で
き
る
雌
器
托
、
胞
子
を
含
む
子
嚢

な
ど
を
花
に
見
立
て
た
夏
の
季
語
。

こ
の
句
は
、
宝
城
屋
敷
に
先
祖
の
珍

竹
庵
之
桃
が
建
立
し
た
芭
蕉
句
碑
を
詠

ん
だ
も
の
。
「
寂
び
て
在
せ
り
」
と
い

う
中
七
が
、
寂
び
た
芭
蕉
句
碑
に
対
す

る
敬
意
と
瑞
々
し
い
苔
の
対
比
の
面
白

さ
が
、
俳
味
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。

松
本
澄
江
（
＝
寺
沢
ス
ミ
エ
）
は
、

俳
誌
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
玉
藻
、
み
ち
の
く
、

若
葉
の
同
人
と
し
て
活
躍
。
論
文
「
之

桃
と
士
由
」
を
発
表
。
俳
誌
「
風
の

道
」
を
昭
和
六
十
年
創
刊
。
父
は
宝
城

屋
敷
の
山
内
首
藤
家
出
身
で
、
先
祖
の

恆
信
は
俳
諧
師
と
し
て
珍
竹
庵
之
桃
を

名
乗
り
、
南
部
、
仙
台
、
二
本
松
、
会

津
を
遊
歴
し
た
。

松
本
澄
江
集
（
自
解
一
〇
〇
句
選ｰ

１
）
よ
り

柳
絮
句
会

及
川
な
な
を

米
川
地
区
で
は
7

月
17

日

を
も
っ
て
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
３
５
０
０
日
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
22

日
（
水
）
に
は
、
東

和
総
合
支
所
に
お
い
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
こ
の
記
録
達
成
に

対
し
て
、
登
米
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
と
登
米
警
察
署
長

の
連
名
で
の
褒
状
が
米
川
地
域

振
興
会
あ
て
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

褒
状
を
受
取
っ
た
佐
藤
会
長

は
謝
辞
の
中
で
、
地
域
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
、

日
頃
か
ら
見
守
り
活
動
や
交
通

安
全
の
呼
び
か
け
に
ご
尽
力
を

頂
い
て
い
る
皆
様
の
努
力
に
感

謝
の
意
を
表
し
、
「
今
回
の
達

成
を
励
み
に
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を
は
じ

め
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
」
と
今
後
へ
の
思
い

を
述
べ
ま
し
た
。

米
川
地
区
で
は
、
９
年
７
か

月
以
上
に
わ
た
っ
て
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

米
川
地
区
の
皆
様
の
一
人
ひ
と

り
の
意
識
と
行
動
で
こ
の
記
録

を
末
永
く
伸
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
５
０
０
日
に

登米警察署長から褒状を受取る佐藤会長

米川地区の皆様に贈られた褒状

学校だよりを掲示しています

小・中学校では今年度から諸事情により、学
校だよりの全戸配付をやめています。
その代替として7月から公民館等に掲示して、

なるべく多くの皆さんに見ていたいただくよう
にしています。
米川公民館でもホールに掲示しておりますの

で、ご来館の際は是非ご覧ください。

米川に移住
しました！

８区 坂上 聡さん（49）

坂上さんは昨年４月にお母さんの元子さんと
二人で岩沼市から寺内に移住して来ました。
現在は社会科の先生として登米高校に勤務、

カヌー部の顧問も務めています。
米川に移住することになったきっかけは、土

地と建物に関係する職場の先輩に声をかけられ
たことだったそうです。
米川に住んでみての感想を尋ねると、元子さ

んは「静かで緑が多く良い環境。いろいろな草
花を楽しんでいます」とのこと。また、「近く
にお店がなくて不便ですが、乗合タクシーが
あって助かっています。」と話してくれました。
聡さんは地域活動にもしっかりと参加してい

て、取材した日の朝も自治会で草刈の予定が、
雨で中止になったとのことでした。
リタイアまではまだまだ先の話ですが、将来

はここで畑で野菜を作りながら晴耕雨読の生活
をしてみたいと話していました。

７月26日（日）鱒渕子ども会（千葉麻衣
子会長）の皆さんが夏休みの行事を行いま
した。
子どもたちはレジンアート（紫外線硬化

剤を使った作品作り）を体験した後、公民
館内での宝探しを楽しみました。
鱒渕子ども会は児童数の先細りなどから、

今年度をもって解散するとのことでした。

鱒渕子ども会が公民館で夏の行事
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暑い日は米川公民館の図書室でお過ごしください！
夏休みの宿題や勉強は涼しい公民館で！

米川公民館は登米市からクーリングシェルター（暑さをしのげる施設）の指定を受
けています。
気温が２８度以上になるなど、暑さが厳しい日は図書室を開放しますので、涼しい

施設内で読書などしながら暑さをしのいで下さい。開放時間は10月21日までの土・
日・祝日を除く午前８時３０分から午後５時１５分まで。お気軽にご利用ください。

米川地域振興会のうごき
米川っ子祭り会議

７月１日（水）に開催した米川っ子
まつり会議では、実行委員や出店など
の協力者に集まって頂き、8月8日に開
催する第3回米川っ子祭りの内容につ
いて協議を行いました。

環境部会

7月16日（木）に開催した環境部会
では、各自治会からごみ捨て防止のた
めの鳥居の設置希望を確認したほか、
空き家についての勉強会を市の出張市
役所を活用して、11月に開催すること
に決定しました。

執行部会

7月10日（金）に開催
した第2回執行部会（各
自治会長、監事で組織）
では、第一四半期の事業
報告と第二四半期の事業
計画のほか、デマンド型
乗合タクシーの安定した
運営を目指して利用者拡
大等に向けた取組等につ
いて協議しました。
この件については今後

も継続して話し合ってい
くこととしました。

体育部会並びにスポ・
レク大会実行委員会

7月23日（木）に開催し
た第2回体育部会並びに第1
回スポ・レク大会実行委員
会では、第2回スポーツ・
レクリェーション大会の大
会要項や競技種目、スケ
ジュール等が話し合われま
した。
競技種目は昨年度と同じ

内容とすることに決定、玉
入れは公民館ホールを会場
とします。

公民館事業ピックアップ

６
月
29

日
（
月
）
、
体
力

づ
く
り
と
会
員
相
互
の
親
睦
と

融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
長

生
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
つ
の
台
風
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
44

人
の
参
加

者
は
天
候
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
も

に
良
好
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

大
会
は
４
つ
の
単
位
会
に
よ

る
団
体
戦
と
個
人
戦
。
各
単
位

会
の
上
位
３
人
の
成
績
が
団
体

戦
の
得
点
に
な
り
ま
す
。
今
年

の
団
体
優
勝
は
米
川
若
草
会
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

団
体
戦
の
順
位
、
上
位
入
賞

者
等
は
左
の
と
お
り
で
す
。

長
生
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

団
体
戦
は
米
川
若
草
会
が
優
勝

大会結果
●団体の部
優勝 米川若草会（125）
２位 鱒渕竹峯会（132）
３位 綱木綱壮会（138）
４位 上沢交友会（144）

●男子個人の部（以下敬称略）

優勝 千葉福男（若草会39）
２位 佐藤勝司（竹峯会42）
３位 佐々木登（竹峯会44）

●女子個人の部
優勝 及川タツヨ（若草会42）
２位 佐藤きく子（綱壮会44）
３位 岩淵貞子（若草会44）
※団体は上位３人の２ラウンドの
打数。個人は２ラウンドの打数
※当日表彰式において、事務局の
不注意から団体戦の２位以下の結
果を誤って発表してしまいました
こと、お詫びいたします。

７
月
８
日
（
水
）
乳
幼
児

教
育
の
一
環
と
し
て
米
川
聖

マ
リ
ア
保
育
園
の
子
ど
も
た

ち
と
恒
例
の
「
流
し
そ
う
め

ん
を
体
験
し
よ
う
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

１
０
区
の
小
野
寺
好
道
さ

ん
を
講
師
に
、
３
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
の
１
３
人
の
子

ど
も
た
ち
に
、
金
づ
ち
で
竹

の
節
を
抜
い
た
り
、
の
こ
ぎ

り
で
竹
を
切
る
な
ど
の
体
験

を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
後
、

い
よ
い
よ
流
し
そ
う
め
ん
の

ス
タ
ー
ト
。

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
子

供
た
ち
も
要
領
を
得
る
と
た

ち
ま
ち
お
箸
で
上
手
す
く
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
続

い
て
の
ゼ
リ
ー
流
し
は
ス

プ
ー
ン
で
の
キ
ャ
ッ
チ
。
こ

れ
は
そ
う
め
ん
よ
り
も
簡
単

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

給
食
の
時
間
に
ゲ
ッ
ト
し

た
そ
う
め
ん
と
ゼ
リ
ー
に
保

育
園
で
用
意
し
た
野
菜
や
ハ

ム
な
ど
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
加

え
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
頂

き
ま
し
た
。

宝
物
殿
を
見
学
し
た
り
と
、

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
後
は
酒
造
資
料
館

「
東
光
の
酒
蔵
」
を
見
学
し
、

昼
食
を
道
の
駅
米
沢
で
楽
し

み
ま
し
た
。

感
想
を
尋
ね
る
と
、
流
し

そ
う
め
ん
も
、
竹
を
切
っ
た

こ
と
も
楽
し
か
っ
た
と
好
評

で
し
た
。

今
年
で
卒
園
す
る
年
長
さ

ん
か
ら
は
来
年
は
で
き
な
い

の
で
つ
ま
ら
な
い
な
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。

片
道
お
よ
そ
３
時
間
の
移

移
動
中
、
事
前
勉
強
と
し
て
、

ク
イ
ズ
形
式
で
米
沢
藩
や
上

杉
家
の
こ
と
を
学
習
し
た
り
、

帰
り
に
は
参
加
者
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
頂
い
た
り
な
ど
、

楽
し
く
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

流
し
そ
う
め
ん
を
体
験
し
ま
し
た

米
沢
・
上
杉
神
社
へ
移
動
研
修

７
月
３
日
（
金
）
１
７
人

の
参
加
の
も
と
、
山
形
県
米

沢
市
の
上
杉
神
社
な
ど
を
研

修
し
て
参
り
ま
し
た
。

戦
国
最
強
の
武
将
と
語
り

継
が
れ
て
い
る
上
杉
謙
信
を

祭
神
と
し
て
米
沢
城
本
丸
跡

に
建
立
さ
れ
た
上
杉
神
社
。

謙
信
公
に
あ
や
か
っ
て
開

運
招
福
や
諸
願
成
就
、
さ
ら

に
は
学
業
成
就
や
商
売
繁
盛

の
ご
利
益
も
あ
る
と
さ
れ
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
御
朱
印

帳
に
記
帳
を
求
め
た
り
、

モルック体験会を開催

7月21日（火）、社会福祉協議会との共催
でモルック体験会を開催しました。
モルックとは、木の棒（モルック）を投

げて、番号がついている木製のピンを倒し、
合計５０点を目指すフィンランド発祥の
ニュースポーツ。点数を計算しながら、モ
ルックをどこに狙って投げるのかなど、常
に考えながらゲームを進めます。
4つの老人クラブから参加した12人の皆さ

んからは大好評で、再度体験会を開催する
ことにしました。

パソコン教室

7月6日と13日に第1回目
のパソコン教室を開催し
ました。
今回はスマホで撮った

写真をパソコンに取り込
んでのスライドづくりな
どなど。6人の受講生の皆
さんは遅れることなく作
業を進めていました。
次回は年賀状づくりに

向けて11月の予定です。
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